
皆さんの近所に住むキラキラ輝くまさきの人たちを紹介します

松前町は平成72年に25,000人のまちを維持します

Statistics
統計

（　）は前月比

男性   14,612人     
女性   16,287人    
合計   30,899人    
世帯   13,230世帯

(－1）
(＋3）
(＋2）
(＋2）

人の動き
 （Ｈ28.12.31現在）

Payment
支払

◎納期限内に納めてください

納期限   2 月28日火    口座振替  2 月 27 日月

固定資産税　     　           　 　　     　       第 4 期
国民健康保険税（普通徴収）　      　  第 8 期 
介護保険料（普通徴収）　　　　    　  第 8 期
後期高齢者医療保険料（普通徴収）  第 8 期

ふるさとライブラリーは、名前にふさわしく地域に根差し
た魅力ある図書館になるために、従来の事業に加え、郷土資
料 「ふるさと松前コーナー」の充実や、文化祭で古本市を開催す
るなど新しい取り組みをしています。
利用者の皆さんのニーズは、赤ちゃんの読み聞かせ絵本の相
談から、大人の生涯学習まで多岐に渡っていますが、その都度
職員が丁寧に対応しています。
特に、子どもたちに人気の「読書通帳」の活用や、ぬいぐるみ
が夜の図書館を探索する仕掛けを凝らした「ぬいぐるみおとま
り会」などのイベントを通して、小さいころから本に親しむ機会
づくりに力を入れています。小さい子ども連れのお母さんが本
を見やすいように、子育て関連の本をまとめたコーナーも好評
です。12月10日のアート教室では、年賀状作りやクリスマスの
塗り絵をして、親子と職員で楽しい時間を過ごしました。
静かで堅苦しそうなところというイメージで利用している皆
さん、もったいないですよ。寒い冬、暖かい図書館でゆっくり過
ごすのもよし、うち（家）読するのもよし。図書館の多様性を発
見し、豊かな読書生活を楽しみませんか。
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高橋深雪 さん
＝ふるさとライブラリー司書＝

Takahashi Miyuki

Reporter
町民が松前町の魅力を取材します

魅 力  伝え隊
松  前  の

今回は私が「ふるさとライブラリー」の魅力につ
いて取材しました。

このコーナーは、広報担当者ではなく町民の皆さん
がカメラを持って、松前町
の魅力を取材します。取材
してくれる人を募集中です。
詳しくは、総務課広報情報
係 （☎985-4132)に連絡を。

㊤無料で図書を提
供した「古本市」
㊦読書通帳に書き
込み、本を借りる
子どもたち

浅古哲也さん　 智美さん   
絢音さん   匡輝さん   

Family
友人知人の家族をリレーでつなぎます

（徳丸）

家 族 の き ず な

◉PROFILE
あさこ・てつや　会社員。好きなことは読書。今治市出身
あさこ・さとみ　  パート。チョコと遊ぶことが楽しみ。徳丸出身
あさこ・あやね　読書が好き。放送部・合唱部に所属。高 2
あさこ・まさき　野球と水球を頑張っている。中1
チョコ　　　　     癒やしを与える家族の愛犬。4歳

　徳丸に住む浅古さんファミリー。家族で過ごせる時間がなかな
かありません。その中でも、南予に単身赴任中で「真面目な人」と
智美さんが話す哲也さんは、週末には匡輝さんの部活動の送迎
などでコミュニケーションを図っています。一方、仕事、家事や学
校の世話事などで多忙な智美さん。「いろいろできるから感心し
ます」と哲也さんも尊敬する智美さんですが、部活動などで子ど
もたちが頑張る姿は見逃さないようにしています。
　このように両親に見守られながら部活動を頑張る子どもたち。
「去年は全国大会に行ったよね」とお姉ちゃんが頑張る合唱につ
いて匡輝さんが話せば、「自分をしっかり持っていて、一度決め
た順番を崩さない」と絢音さんの芯の強さを話す智美さん。一
方、家族のムードメーカーで野球と水球を頑張る匡輝くんにつ
いても、「この前の試合でサヨナラヒットを打ったんだよね」と智
美さんはにっこり。「緊張しました」と匡輝さんもほほ笑みます。
　家族4人での時間はなかなか取れませんが、これからも子ども
たちの頑張りや活躍が、浅古さんファミリーの絆を深めるきっか
けになっていくはずです。
　次回は、智美さんのお友達、図子寿満さん＝徳丸＝ファミリー
をご紹介します。

を情景豊かに描いています（右絵）。
メインとなるトンボは、図鑑も参考
にして迫力ある姿を描きました。
　「次も入賞できるように頑張りた
い」と話す心暖ちゃん。これからも
日常を情景豊かに描いていきます。

Kids
頑張る子どもを紹介します

Boys&Girls,Be

Ambitious!

　北伊予小学校4年生の大川心暖ちゃん。絵を描くことが好き
な女の子です。
　年長から絵画教室に通う心暖ちゃん。「もともと絵を描くのが
好きだったし教室は楽しいので、やめたいと思ったことはない
です」と話すように、週1回の教室をいつも楽しみにしています。
　このように毎週楽しみながら絵を描き、画力を磨く心暖ちゃ
んは昨年11月、トンボをテーマとし、全国から14万点以上の応
募があった第31回「WE LOVE トンボ」 絵画コンクールで環境大
臣賞を受賞しました。「受賞できてうれしかったです。トンボの
目の部分を頑張りました」と笑う心暖ちゃん。学校から帰った
後、友達とコスモス畑で遊ぶ中でトンボを見つけたときの様子

「絵画コンクールで環境大臣賞を受賞」
大川 心暖 ちゃん ＝東古泉＝
Okawa  Shion

第31回
「WE LOVE トンボ」
絵画コンクール

まさき    ❖    2017-2 26広報2017-2  ❖    広報  まさき27


